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�� ͍͋ͭ͞
　石板・粘土板や紙をもちいたアナログの文書は、数千年もの間、人間と社会における説明、伝達、約束、記録、証明
などあらゆる活動を支え、その過去の姿をも映しだしてきた。しかし、ICTsが伸展し、デジタル変容が加速する現代
社会の中で、天文学的な数のデータを瞬時にやりとりするデジタル・システムに飲み込まれつつある。私たちはこれま
で以上に、記録・アーカイブズを活用して、人間と対話し、社会を作り、文化を享受することができるのだろうか。
　アーキビストがこの命運をにぎる。私たちは、デジタル／ハイブリッド環境の中で記録・アーカイブズの管理プログ
ラムを策定し、その評価・収集、保存・利用、普及・教育等の知識・技能を身につける。そして、アーカイブズの専門
職として、未知なる無数の課題をかかえる人間と社会に、時代を超える視点をもって奉仕するのである。

�� ઐ߈ͷಛ৭
　学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻は、「アーカイブズ学」の研究教育を行う日本で初めての大学
院課程として2008年に開設されました。博士前期課程では世界に通じるアーキビストとしての基礎を養成し、後期課
程では上級アーキビスト、アーカイブズ機関の管理者、アーカイブズ学教育者となり得る人材を育成することを目標と
して、以下のような特色ある研究教育を行っています。なお、博士前期課程は、独立行政法人国立公文書館が2020年
より開始した「認証アーキビスト」において「アーキビストとして必要な知識・技能等について大学院修士課程におけ
る科目修得（中略）によって体系的に修得している」という認証要件に合致することが認められています。

　● 理論と実践の調和を重視するとともに、諸標準をふまえたカリキュラム編成
　● 経験豊かなアーキビストを含む充実した講師陣による授業
　● アジア・欧米など海外の研究機関との活発な学術研究交流
　● 社会人に配慮した夜間・土曜日中心の授業時間割
　● 学外研修や自主企画などを通じた積極的な研究活動の奨励
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�� 日ຊʹ͓͚ΔΞʔΩϏετͷ੍֨ࢿ
　1987年、日本で公文書館法が制定され、国や地方公共団体に対して記録アーカイブズに関して適切な措置をとる責務が課されました。ところが、アーカイブ
ズの活動の中核を担うべき専門職＝アーキビストについては、その養成体制が整備されていないことを理由に、「当分の間」は必ずしも配置しなくても良いとされ、
現在に至ります。
　この間、30年以上もの時が経過しましたが、数多くの人々がその状況を打破する努力を重ねてきました。さらに、2009年に政府提案により制定された公文書
管理法では、公文書等を「民主主義の根幹を支える国民共有の知的資源」として位置付けるなど、国や社会が記録アーカイブズに向けるまなざしや期待は大きく
変わりつつあります。
　2012年には、日本アーカイブズ学会が「登録アーキビスト」の取り組みを始め、優れた専門的な人材を記録の管理やアーカイブズの保存と利用に携わる機関
や団体へと送り出すことができるようになりました。
　さらに特筆すべきことは、国が公文書館等で活躍する人材の育成を念頭においた公的な認証制度を2020年からスタートさせたことです。この「認証アーキビ
スト」のしくみのなかで、本専攻はアーキビストとして必要な知識・技能等について大学院修士課程における科目修得によって体系的に修得することができる教
育機関として位置づけられています。
　国や社会の根幹を支える記録アーカイブズの保存とアクセスの提供に関わる人材の育成はようやく緒に就いたところです。本専攻は関係機関との協力のもと、
期待される社会的使命に応えていくことを目指しています。
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ΧϦΩϡϥϜ��
˔�ΞʔΧΠϒζֶ֓
த֩科目 Core subjects

Introduction to Archival Science

ڀݚΞʔΧΠϒζه�˔ Study on Records and Archives

Study on Records and Archives Management

Study on Information Resources

˔�ΞʔΧΠϒζཧڀݚ

˔�ใݯࢿ
科目ࡍֶ Interdisciplinary subjects

Seminar in Archival Science˔�ΞʔΧΠϒζֶԋश
Ԡ༻科目 Applied subjects

※मྃにඞཁͳ୯Ґ　● 博士前期課程ɿඞमՊ 2� ୯Ґ、બඞमՊ � ୯ҐҎ্、ܭ 30 ୯ҐҎ্　● 博士後期課程ɿܭ 20 ୯ҐҎ্

˔�ΞʔΧΠϒζֶཧڀݚ Study on Archival �eory and Methodology

˔�σδλϧΞʔΧΠϒζ Digital Archives

Practice in Archives˔�ΞʔΧΠϒζ࣮श

˔�ΞʔΧΠϒζཧԋश Seminar on Records and Archives Management
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��ʮΧϦΩϡϥϜ・ϙϦγʔʯͷཁࢫ
① 基礎となる「アーカイブズ学概論」を起点に、記録とアーカイブズを探究する「記録アーカイブズ研究」、管理のための知識と技法を学ぶ「アーカイブズ管理研究」、

デジタル記録のアーカイブズ化という新しい課題領域に向き合う「デジタルアーカイブズ」、理論と実践の歴史的経過や海外での展開を学ぶ
「アーカイブズ学理論研究」を通して、中核的な知識を体系的に修得することを目指しています。

② また、より広い情報資源論という領域からアーカイブズ学を位置づける視点を獲得するため、図書館情報学及び博物館情報学に関する「情報資源論」を学際科
目として配置しています。

③ 基礎的研究能力を養成しながら、アーキビストとして直面する現実的課題を科学的かつ実践的に解決する能力を育成するため、「アーカイブズ管理演習」
「デジタルアーカイブズ演習」「アーカイブズ学演習」を応用科目として配置しています。

④ さらに、「アーカイブズ実習」では、アーカイブズ機関における専門的業務の在り方を観察ないし模擬体験することにより、業務の実際を理解するため、2週
間の機関実習を行っています（博士前期課程では2年間で計4週間の実習が予定されています）。

＊詳細についてはアーカイブズ学専攻のホームページに掲載の「教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）」を参照してください。

�� ֶҐͱཤम
　博士前期課程では、2年以上在学して30単位以上を修得し、修士論文を提出の上、最終試験に合格した者に「修士（アーカイブズ学）」の学位を授与します。
なお、科目等履修生などで一定の単位数を修得し、優れた研究業績をあげた場合には、修業年限を1年とすることができます（要事前相談）。
　博士後期課程では、3年以上在学して20単位以上を修得し、博士論文を提出の上、最終試験に合格した者に「博士（アーカイブズ学）」の学位を授与します。

�� तۀͱ࣌間ׂ
　平日の5限（16：20～17：50）、6限（18：00～19：30）と土曜日に授業を集約し、働きながらでも2年間で必修となる科目を履修することが可能です。
なお、アーカイブズ実習での2週間の機関実習は夏季を中心に実施しています。

【参考】博士前期課程１年次の平日と土曜日（イメージ）
＜平日の例＞（日中に仕事のある場合） ＜土曜日の例＞

9：00 出勤 9：00 アーカイブズ学概論Ⅰ（講義） 14：40 アーカイブズ実習（事前指導）
（16：20） 記録アーカイブズ研究…次年度に履修！ 10：40 アーカイブズ学概論Ⅱ（講義） 16：20 教員と面談（論文指導）

17：30 退勤 ⬆隔年度で5限と6限は入れ替えで開講⬇ 13：00 アーカイブズ学演習（ゼミ） 18：00 院生の自主ゼミへ参加
18：00 デジタルアーカイブズ演習
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तۀՊ目��
ΞʔΧΠϒζֶԋश�ʻΞʔΧΠϒζֶڀݚ๏ʼ
Seminar in Archival Science <Archival research methodology>

専門・ऀڀݚ、ྗを開ൃしڀݚを௨じて学ੜのڀݚಉڞڀݚਓݸ
৬としてのྙཧ、࣮ફతͳ問解ܾྗをҭする。

ΞʔΧΠϒζཧԋश
Seminar on Records and Archives Management I <Arrangement and description of archives>

し、దͳํڀݚίϯςΫετをՊ学తにߏアーカイブズのه
๏でཧ・ه述するたΊの࣮ફత܇࿅を͏ߦ。

σδλϧΞʔΧΠϒζԋश
Seminar on Records and Archives Management II <Information technology in archives>

情報Պ学の基ૅとともに、アーカイブズにお͚る情報ٕज़ωο
τϫーΫ・γεςムについて学Ϳ。

ΞʔΧΠϒζ࣮श
Practice in Archives

Introduction to Archival Science I

アーカイブズػ関࣮習と事前学習・事後のൃలڀݚ。

ΞʔΧΠϒζֶ֓ᶗ ʻݱΞʔΧΠϒζ੍ͱͦͷػʼ

原ଇཧ論、Ϩίーυ・ίϯςΟχアム論、๏੍論、専門৬ྙཧͳ
ͲアーΩϏετにඞཁͳ知識とٕ๏を学Ϳ。

Introduction to Archival Science II
ΞʔΧΠϒζֶ֓ᶘ ʻݱΞʔΧΠϒζͷߏஙͱ࣮ࢪʼ

γεςムઃ͔ܭΒௐࠪ論、ධՁ論、情報αーϏεまでアーカイブズ
をՊ学తにอଘ׆༻するݱతํ๏を͑ߟる。

必修 科目

選 択 必修 科目

ʼࡏݱͱ࢙ͷྺهᶙʻ౦ΞδΞʹ͓͚ΔڀݚΞʔΧΠϒζه
Study on Records and Archives III <East Asian records and archives>

、しڀݚを࢙γεςムのྺهとهのத国とϕτφムをத৺にݱۙ
ͦΕͧΕのࣾ会にお͚るهアーカイブズのҙຯとಛ࣭を͑ߟる。

ΞʔΧΠϒζཧڀݚᶗ�ʻΞʔΧΠϒζཧ๏੍ʼ
Study on Records and Archives Management ᶗ<Legal system for the management of records and archives>

アーカイブズのཧ๏੍についてਖ਼֬ͳ知識をにつ͚るとともه
に、๏తྗߟࢥを͑、৽たͳ੍をで͖るྗをཆする。

Study on Records and Archives Management ᶘ<Record keeping program in public organizations>
ΞʔΧΠϒζཧڀݚᶘ�ʻެతؔػͷϨίʔυΩʔϐϯά׆ಈʼ

ެ文書ཧ๏Լにお͚るެ文書のϥイϑαイΫϧཧのҰとして
のアーカイブズཧについて、国ཱެ文書ؗの事例をத৺に学Ϳ。

ʼهᶗʻલۙͷ৫ͱڀݚΞʔΧΠϒζه
Study on Records and Archives I <Pre-modern organizations and records>
前ۙ本の༷ʑͳ৫ମのߏとػについてهγεςムをத৺
にڀݚし、هアーカイブズのՁを୳ڀする。

ʼهຊͷ৫ͱݱᶘ�ʻڀݚΞʔΧΠϒζه
Study on Records and Archives II <Modern organizations and records>
国、ํ࣏ࣗମの৫ߏとػについてهγεςムをத৺にݚ
。アーカイブズのՁとՄੑを求するه、しڀ

ʼ࢙ຊͷެจॻཧ੍ཱݱᶘʻۙڀݚΞʔΧΠϒζه
Study on Records and Archives II <Public records management system of modern Japan>
ۙ本のެ文書ཧ੍のಛ࣭をྺ࢙తにݕ౼し、ࢲ文書をத৺と
する෯いهアーカイブズについてೝ識とཧ解をਂΊる。

ྉֶʼࢿᶘʻө૾ڀݚΞʔΧΠϒζه
Study on Records and ArchivesII <Audiovisual records and archives>
アーカイブズه、のऔΓѻいについて知識とٕを学びهௌ֮ࢹ
のଟ༷ੑについてཧ解をਂΊる。

Study on Archival �eory and Methodology I <History of Archives and Archivist>
ΞʔΧΠϒζֶཧڀݚᶗ�ʻΞʔΧΠϒζٴͼΞʔΩϏετ࢙ʼ

ੈքと本にお͚るࡏݱまでのアーカイブズのൃలա程をたͲΓ、
国・ࣾ会を͑ࢧるࠜװγεςムとしてのকདྷをలする。

Study on Archival �eory and Methodology II <Overseas archival science literature>
ΞʔΧΠϒζֶཧڀݚᶘ�ʻւ֎جຊจڀݚݙʼ

ւ外のڀݚಈを֓؍するとともに、༏Εたӳ語文ݙをߨ読する
͜とによͬて国ࡍਫ४のڀݚを学Ϳ。

ΞʔΧΠϒζཧڀݚᶘ�ʻϨίʔυɾϚωδϝϯτʼ

Ϩίーυ・Ϛωジϝϯτ（هཧ）とアーカイブズとのີੑとい͏
。͔Β、Ϩίーυ・Ϛωジϝϯτのཧ論と࣮ફについてཧ解する؍

Study on Records and Archives Management ᶘ<Records management>

ΞʔΧΠϒζཧڀݚᶙ�ʻهΞʔΧΠϒζͷอଘͱम෮ʼ

・アーカイブズをཧతにอଘهまで、༷ʑͳهࢠΒి͔ࢴ
ཧしていくたΊのՊ学తͳํ͑ߟとํ๏について学Ϳ。

Study on Records and Archives Management ᶙ<Preservation and conservation of archives>

ΞʔΧΠϒζཧڀݚᶚʻࢹௌ֮ΞʔΧΠϒʼ

өը・ςϨϏ൪・Ի資料ͳͲをอଘして͖たࢹௌ֮アーカイブのྺ࢙とݱঢ়、
。る͑ߟについてه/ௌ֮資料ࢹ関にお͚るػの֓ཁを学び、アーカイブズػ

Study on Records and Archives Management ᶚ<Audiovisual archive>

֓ σδλϧΞʔΧΠϒζ ڀݚΞʔΧΠϒζه
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ઐڭһ��
σδλϧΞʔΧΠϒζᶗʻγεςϜσβΠϯͱ๏ʼ

γεςムσβイϯと国外のࡦࢪൣن、知త࢈ࡒอޢͳͲの๏務の
。ঢ়と課を၆ᛌするݱ͔Βσジλϧアーカイブズの؍

Digital Archives I 

σδλϧΞʔΧΠϒζᶘʻαʔϏεͷߏஙͱఏڙʼ

ίϯςϯπのߏஙとཧ、αーϏεのたΊのγεςムについて、イϯλー
ωοτۭؒとϦアϧۭؒでの׆ಈのෳ合・࠶ฤとい͏؍͔Βڀݚする。

Digital Archives ᶘ

選 択 科目

ใݯࢿᶗ�ʻਤॻؗใֶڀݚʼ
Study on Information Resources I <Library and information science>

情報資ݯのอଘ׆༻とい͏でڞ௨ੑを࣋つਤ書ؗ情報学について学
び、アーカイブズ学との࿈ܞを͑ߟる。

ใݯࢿᶘ�ʻതؗใֶڀݚʼ
Study on Information Resources II <Museum information studies>

情報資ݯのอଘ׆༻とい͏でڞ௨ੑを࣋つ博ؗ情報学について学
び、アーカイブズ学との࿈ܞを͑ߟる。

Լॏ�थ Naoki SHIMOJU

アーカイブズ学ԋ習、
アーカイブズ࣮習

।ڭत

ཧ੍هೝࣝɺه
ςʔϚڀݚ

୲  त ۀ

୲  त ۀ

�ೋࢁอٱ Tetsuji KUBOYAMAڭत

ใՊֶɺࢉܭΞʔΧΠϒζֶ
ςʔϚڀݚ

୲  त ۀ

ઍ༿�ޭ Isao CHIBAڭत

ຊۙͷهͱΞʔΧΠϒζ
ςʔϚڀݚ

୲  त ۀ

�࢘ Fusaji TAKEUCHIڭत

౦ΞδΞͷهͱΞʔΧΠϒζ
ςʔϚڀݚ

୲  त ۀ

อࡔ�༟ڵ Hirooki HOSAKAڭत

ΞʔΩϏετڭҭɺ
σδλϧɾΞʔΧΠϒζ

ςʔϚڀݚ

୲  त ۀ

Ӭ�ঘඒࢁ Naomi YAMANAGAॿڭ

ΞʔΧΠϒζֶɺө૾ࢿྉֶ
ςʔϚڀݚ

ᶘڀݚアーカイブズه

σジλϧアーカイブズԋ習

ᶙڀݚアーカイブズه

ᶘڀݚアーカイブズه

アーカイブズ学ԋ習、
アーカイブズ࣮習、
アーカイブズ学֓論ᶘ

ཧڀݚ θϛφʔϧ
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�� ೖֶ後ͷੜ׆（博士前期課程ͷ߹）
１年次 ２年次

＊4月入学　　みんなゼロからスタート！

アーカイブズ学の理論等の基礎を学ぶ さらに必要な専門科目の履修

必要な専門科目の履修 修論執筆　　　　　　　　　　　提出

ゼミ以外の必修科目の履修（推奨） 　＊6月修論中間報告　　＊11月修論最終報告
＊1月修論提出（2月口述試験）　得られた知識・技能を研究へ反映！　　

ゼミでの報告と討論（学んだことを表現する） ゼミでの報告と討論（学んだことを表現する）

　　　＊国内研修旅行（例年7月頃） 　　　＊国内研修旅行（例年7月頃）

アーカイブズ実習（知識や理解を確かなものに） アーカイブズ実習（知識や理解を確かなものに）

　　　　　　＊8～9月頃に2週間程度の機関実習 　　　　　　＊8～9月頃に2週間程度の機関実習

研究者・専門職としての基礎づくり 研究者・専門職としての自立
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�� ೖֶ後ͷੜ׆（博士後期課程ͷ߹）
１年次 ２年次 ３年次

＊4月入学

必要に応じてアーカイブズ学の理論等の基礎を学ぶ

必要な専門科目の履修 さらに必要な専門科目の履修 さらに必要な専門科目の履修
得られた知識・技能を研究へ反映！　　

　　　＊国内研修旅行（例年7月頃） 　　　＊国内研修旅行（例年7月頃） ＊国内研修旅行（例年7月頃）

ゼミでの報告と討論（研究の基本デザインの設計） ゼミでの報告と討論（研究の枠組を拡げ、展開する） ゼミでの報告と討論（学び、考えたことを表現する）

論文指導／学術論文等の執筆活動
　　　　　　　　　　＊10月博論中間報告 ＊6月博論最終報告　　　＊9月提出　　　 ＊2月口述試験　

学位論文の執筆

研究者としてのスタート 研究の「経」と「緯」をさらに広げる 教育指導者、高度研究者・専門職としての自立

�� ߦमཱྀݚ
　例年、国内研修旅行（1泊2日）と海外研修旅行（3泊4日）を実施しています。国内研修旅行は、都道府県レベルのアーカイブズ機関等を見学するとともに、
専攻学生の交流を深める場としても位置づけています。海外研修旅行は、アジア諸国のアーカイブズ機関の見学とアーキビスト教育課程をもつ大学との研究交流
を目的としています。

国 内（近年の実績）
年度 行き先 主な訪問先
2018年 香川県 香川県立文書館、三豊市文書館
2019年 愛知県 名古屋市市政資料館、蓬左文庫、トヨタ産業技術記念館
2020年 大分県 大分県公文書館、大分県立先哲史料館、日出町歴史資料館、竹田市歴史文化館、臼杵市文化財管理センター、臼杵市歴史資料館（2泊の視察実習として実施）
2021年 長野県 長野市公文書館、安曇野市文書館、松本市文書館、長野県立歴史館、上田市公文書館（2泊の視察実習として実施）
2022年 茨城県 常陸大宮市文書館、茨城県立歴史館、徳川ミュージアム、弘道館

海 外（近年の実績）
年度 行き先 
2015年 ソウル（韓国） ＜ 主 な 訪 問 先 ＞

＜ 研 究 交 流 会 ＞
民主化運動記念事業会史料館、明知大学校、梨花女子大学校梨花歴史館、国家記録院ソウル記録館
明知大学校記録情報科学専門大学院

2017年 ハノイ（ベトナム） ＜ 主 な 訪 問 先 ＞
＜ 研 究 交 流 会 ＞

国立第一アーカイブズセンター
ベトナム国立大学ハノイ校人文社会科学大学アーカイブズ学・オフィスマネジメント学部
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��ԽͷਪਐࡍࠃԽͱߴ
 һ໊ڭ
200�ʙ
2011

٠�ޫڵʢಠཱߦ๏ਓެཱࠃจॻؗʣ
ʻಛผର談 「̓本のアーカイブズとアーΩϏετڭҭのະདྷ」（2009年�月）
ʻ ߨ ԋ 会 「̓びࠐも ʂ͏ʂ アーカイブズのైに」（2010年10月）

2012ʙ
201�

จॻؗʣެཱࠃ๏ਓߦ�ਖ਼ʢಠཱࢁߴ
ʻه೦ߨԋ 「̓ެ文書ཧ๏のެとߦࢪをΊ͙ͬてɿアーΩϏετのཆとه・
                 文書ཧ学のཱ֬」（ਓ文Պ学ڀݚॴڀݚϓϩジΣΫτ 201� 年 12 月）

201�ʙ
201�
201�ʙ
2021

দԬ໌ࢿ�ʢݩຊࡁܦ৽ฉࣾฤूҕһʣ

Ճ౻�ৎʢಠཱߦ๏ਓެཱࠃจॻؗʣ
ʻ ߨ ԋ 会 「̓よΓྑ͖ࣾ会のたΊにɿ「ه」͕語るもの」（2015 年 10 月）

ʻ ߨ ԋ 会 「̓アーΩϏετの期ʙهをकる、ະདྷに͔׆すʙ」（2021年10月）

٬һڭत

 һ໊ڭ
2007 ϒϧʔϊɾσϧϚʢݹཱࠃจॻֶߍɺϑϥϯεʣ

ʻߨԋ会 「̓ϑϥϯεのアーカイブズとアーΩϏετʕ1500 年のྺ࢙をたͲるʕ」

200� σΠϏουɾάϨΠγʔʢςΩαεେֶΦʔεςΟϯߍใֶେֶӃɺΞϝϦΧʣ
ʻߨԋ会 「̓アーΩϏετͬてૣ͖ىʁʕアϝϦカにお͚るアーカイブズ׆ಈʕ」

200� ΤϦοΫɾέςϥʔϧʢݩΦϥϯμެཱࠃจॻؗɺΦϥϯμʣ
ʻߨԋ会 「のύϑΥーϚςΟブ・ύϫーه̓」

2010 ۚཌྷʢ໌େֶهߍใઐେֶӃɺؖࠃʣ
ʻߨԋ会 「̓文Խ資ݯアーカイϏϯάのະདྷにΉ͚て」

2012 ϧνΞφɾσϡϥϯνʢϒϦςΟογϡɾίϩϯϏΞେֶɺΧφμʣ
ʻߨԋ会 「̓"SchivaM %ipMomatics and %igitaM 3FcoSds」

201� ᚸخʢ໌େֶهߍใઐେֶӃɺؖࠃʣ
ʻߨԋ会 「̓ؖ国にお͚るΦーϓϯιーε・ιϑτΤアهγεςムのී׆ٴಈ
　　　　　ʙʪه文ԽʫをਁಁさせるたΊにʙ」

201� ᰿ྰܙʢதࠃਓຽେֶใݯࢿཧֶӃɺதࠃʣ

ট͍ऀڀݚ

ʻߨԋ会 「̓σジλϧϝϞϦーとアーカイブズ資ݯ開ൃʕத国のݱঢ়をத৺にʕ」

ʻߨԋ会ʼ「+apanFsF %isaSmamFnt in 7iFtnam aGtFS thF 8oSMd 8aS ** 5hSough
　　　　　  3FcoSds and "SchivaM %ocumFnts in 4omF 7iFtnamFsF "SchivFs」
ʻಛผٛߨʼ「ϕτφムにお͚るアーΩϏετのཆ」

201� μΦɾσϡοΫɾτΡΞϯʢϕτφϜཱࠃେֶϋϊΠߍɺϕτφϜʣ

2022 ΤΠυϦΞϯɾΧχϯΨϜʢ*$"ϑΣϩʔɺΦʔετϥϦΞʣ
ʻߨԋ会ʼ「*$"アーカイブズه述のたΊの3i$（Ϩίーυ・イϯ・ίϯςΫετ）
　　　　　 ֓೦Ϟσϧٴび*40 23081هཧのϝλσーλඪ४ɿϨίーυΩー
　　　　　  ϐϯάの৽しいੈք」
ʻߨԋ会ʼ「ϨίーυΩーϐϯάにおいてੈքをઌಋするΦーετϥϦアのֵ৽
　　　　　 ʕͦΕを͑ࢧたਓʑ、ग़དྷ事、ڥʕ」

 ߍఆڠ
2010ʙ ໌େֶهߍใՊֶઐେֶӃ
2012ʙ ϕτφϜཱࠃେֶϋϊΠߍ

ਓจࣾձՊֶେֶΞʔΧΠϒζֶɾΦϑΟεϚωδϝϯτֶ෦

ֶज़ަྲྀڠఆ
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学ੜओମでڀݚ会（ࣗओθϛ）をاըし、ӳ語文ݙのߨ読ݸผのൃڀݚදをߦ てͬ、ৗతにٞ論をਂΊ、ޓいのڀݚをߴΊ合͏とͳ てͬいます。

ֶੜʹΑΔڀݚձ׆ಈ��

　౦1߸ؗ1�֊には、専攻͕ཧするอଘम෮࣮習室と࢙資料ௐࠪ・ۀ࡞室の2つのࢪઃ͕͋Γます。
　อଘम෮࣮習室は、アーカイブズ資料の受入ۀ࡞、อଘのたΊのાஔ、ࢴ資料のम෮؆қతͳϦーϑΩϟεςΟϯάۀ࡞の΄͔、֤छ࣮験もՄͳࢪઃです。
た͏ߦӨをࡱ҉室をඋ͑、資料のσジλϧࡐػ。ઃですࢪ述͕で͖るهঢ়のアーカイブズ資料のཧのܗ、室は、さま͟まͳαイズۀ࡞・資料ௐ࢙ࠪ　
Ίのۭؒとしてもར༻する͜と͕で͖ます。
。さΕます༺׆ͳͲでもۀでもࣗ༝にར༻する͜と͕Մで、アーカイブズ学専攻のतۀ࡞・ڀݚ੶ੜはࣗのࡏ　

อଘम෮࣮शࣨɺࢿ࢙ྉௐࠪ・ࣨۀ࡞（ 東 1 ߸ ؗ 14 ֊ ）��

アーカイブズ学専攻Ӿ覧室（院ੜ室）には、国外の専門ਤ書・͕ྨࢽࡶඋさΕています。1$、εΩϟφー/ίϐーػͳͲڀݚに͏事務͕͋ྨثػΓます。
もՄとͳ༺のٳに੍約の͋るࣾ会ਓ学ੜにもྀして、ؒؒ࣌ てͬいます。
　また、౦1߸ؗ13֊には、ओにਓ文Պ学ڀݚՊの大学院ੜ͕༻するΦーϓϯͳڀݚΤϦアάϧーϓ学習室ͳͲ͕͋Γ、ࣗ༝に͜͏と͕で͖ます。

ΞʔΧΠϒζֶઐࣨڀݚ߈��

　国外の資料ௐࠪ׆ಈ、อଘ׆ಈにੵۃతにࢀՃし、ڀݚに͔׆すとともに、ͦ のՌをࣾ会Ҭにؐݩしています。

ಈ׆ྉอଘࢿ ʕຊઐ߈ͷֶੜ͕ࢀՃͨ͠׆ಈʕ��

年報hڀݚ ($"4 3FpoStɿ学習院大学大学院ਓ文Պ学ڀݚՊアーカイブズ学専攻ڀݚ年報 をɦ年に
1回ൃߦし、専攻の׆ಈとڀݚՌをൃදするとしています。

● ԭೄݝҏߐౡ・Ѩࠜণߵ資料ௐࠪ会
● ౡࠜݝ൧ೆொچொଜ文書ௐࠪ

ۀ料ௐࠪ事࢙ఱアーカイブズ・ࢢఱݝ本۽ ●
Ո文書ௐࠪ・ࢢ大月ݝསࢁ ●
ԁ௨院文書ௐࠪ・ࢢཹݝསࢁ ●

ࠪ● ऩ࢙ۀاܥ料ௐ （ΦーετϥϦア）

● 国࿈ຽߴห務事務ॴ資料ௐ （ࠪεイε）
ۀ事چ文書෮ެࡂඃࢢੴז ●
● ҵ文Խ࢙ྺ・ࡒ資料ࡁٹ・อશωοτϫーΫ（ҵ࢙料ωοτ）
● ਆಸྺ࢙資料อશωοτϫーΫ（ਆಸ資料ωοτ）
● 本学ज़会ٞ資料ௐࠪ　΄͔
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THESIS

アーカイブズ学専攻のमྃੜはߴͳ専門త৬ۀਓとしてのアーΩϏετੈքਫ४のアーカイブズ学のڭ・ڀݚҭऀとして、༷ʑͳで׆༂しています。
म士߸博士߸をऔಘしたํʑ͔Βのϝοηージをおಧ͚します。

ઌഐ͔Βͷϝοηʔδ��

●দཾࢁ　学Ґऔಘ年ɿ2013年　म士論文ɿ「ΩϦετࣾ݁ڭળࣾ文書のௐࠪ・ฤه述・資ݯԽに関する基ૅతڀݚ」

資料室࢙੶して学びました。課程मྃ後にはਤ書ؗྺࡏ務しͳ͕Β、アーカイブズ学専攻（博士前期課程2012�2013年）にۈ大学のਓ事෦にཱࢲ　
の୲にͳΓました。ಉ室は2021年�月͔Βは名শもアーカイブズにվΊΒΕ、学֤事務室でอଘ・ഇغしていたߦ文書をҰׅཧする͜とにͳ
Γます。ͦΕҎ外にもڭ学関・文Խ׆ಈ・Ҭ関࿈΄͔ଟ༷ͳه͕͋るの͕大学アーカイブズのັྗです。専攻では、ࢤをಉじくするઌੜํ・学༑
たͪにғまΕてアーカイブズ学の知識だ͚ではͳく、アーΩϏετとしての໋を学びました。ͦΕ͕ʑのۀ務の͑ࢧにͳͬています。

�� ςʔϚ（จ目）ڀݚ
　社会人を含む様々なバックグラウンドをもつ学生が在籍しているこ
とを反映して、多彩なテーマの研究が行われています。

博 士 論 文
● 台湾総督府文書のアーカイブズ学的研究
● 米国型記録管理システムの形成とその日本的展開
● 日本におけるフィルムアーカイブ活動の歴史に関する研究
● 日本における戦前期統治機構の文書管理の基礎的研究―近代的アーカイブズ制度成立への歴史的前提―
● 漫画家の活動記録とアーカイブズ管理に関する研究
● アーカイブズ・アクセス制度に関する日本と中国の比較研究

修 士 論 文（近年提出分）
● 映画の制作記録の資源化に関する基礎的研究
● 茶道関連記録のアーカイブズ構築に関する基礎的考察―幽清会川浪家文書を事例として―
● 企業における記録管理と情報共有に関する一考察―山一證券資料を中心として―
● 赤十字のアーカイブズ研究―オーストラリア赤十字社の事例から学ぶ―
● 都道府県における公文書の評価選別方法に関する研究
● 民族学研究アーカイブズに関する一考察－日本国内所在の鳥居龍蔵関連資料を中心に－
● 戦後農林省における記録管理システムの形成と展開
● 民間所在の地域資料のための災害防備計画－茨城県常総地域の水害リスク評価を中心として－
● 戦前期社会事業におけるケース記録管理の受容過程についての一考察
● 旧開智学校における資料保存活動に関する基礎的研究
● 地方自治体における保健衛生行政文書の適切な保存期間についての考察―許可等に関する文書を事例に―
● 近現代建築物の維持管理に関する組織記録のアーカイブズ記述と管理―朝香宮邸を事例として―
● デジタルアーカイブズの基礎的トレーニングに関する一考察―日米英韓における取組み事例を通して―
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博士後期課程にࡏ੶して博士߸をऔಘするํ๏の΄͔に、「論文博士」によΓ博士߸をऔಘするํ๏͕͋Γます。رするํは、ご相談ください。

ʮจ博士ʯʹ ΑΔ博士߸औಘ��

●࿇পૉࢠ　学Ґऔಘ年ɿ2021年　博士論文ɿອըՈの׆ಈهとアーカイブズཧに関するڀݚ

じて、2012ײい知識とεΩϧをにつ͚るඞཁੑをߴし、アーΩϏετとしてよΓࡂでඃࡂに౦本大ࡍ務しているۈ文書ؗにެݝٶ
年に博士後期課程にਐ学しました。ࡏ学தは、ߐ౦۠でアーΩϏετとしてۈ務しͳ͕Β、ެ文書にݶΒͳいଟ༷ͳアーカイブズ׆ಈにࢀ
Ճするػ会をಘて、博士論文ではອըՈの׆ಈهをରに、ͦのཧと׆༻についてڀݚしました。ࡏݱは、大ઋࢢアーカイブズのਖ਼ن
アーΩϏετとしてಇいています͕、ࠓ後も事をしͳ͕ΒອըՈにݶΒͳい࡞Ո׆ಈのهをରにڀݚをଓ͚てい͖たいと͑ߟています。

●ᜊ౻า　学Ґऔಘ年ɿ2020年　博士論文ɿถ国ݐܕஙϨίーυཧ๏とͦの本の応༻に関するڀݚ

 のฤू事務ॴにۈΊるΒ、2010年よΓՊཤमੜとしてアーカイブズ学のษڧを࢝Ίて、ཌ年͔Β博士前期課程にࡏ੶してम士
論文をఏग़、ͦの後2018年まで博士後期課程でڀݚをଓ͚ました。ڀݚςーϚは、Ұ؏してݐஙのアーカイブズཧ๏です。201�年
͔Βはژ大学૯合博ؗのڭһとして、学の͕ऀڀݚしたڀݚ資料をアーカイブズとしてӬٱอଘする事ژ」ۀ大学ڀݚ資ݯアー
カイブ」にܞわͬています。ࠓ後はよΓいでアーカイブズの࣮ફをల開してアーΩϏετの׆༂のを開してい͖たいです。

ʮσΟϓϩϚ・ϙϦγʔʯͷཁࢫ��

アーカイブズ学専攻のमྃੜはߴͳ専門త৬ۀਓとしてのアーΩϏετੈքਫ४のアーカイブズ学のڭ・ڀݚҭऀとして、༷ʑͳで׆༂しています。
म士߸博士߸をऔಘしたํʑ͔Βのϝοηージをおಧ͚します。

ઌഐ͔Βͷϝοηʔδ��

●দཾࢁ　学Ґऔಘ年ɿ2013年　म士論文ɿ「ΩϦετࣾ݁ڭળࣾ文書のௐࠪ・ฤه述・資ݯԽに関する基ૅతڀݚ」

資料室࢙੶して学びました。課程मྃ後にはਤ書ؗྺࡏ務しͳ͕Β、アーカイブズ学専攻（博士前期課程2012�2013年）にۈ大学のਓ事෦にཱࢲ　
の୲にͳΓました。ಉ室は2021年�月͔Βは名শもアーカイブズにվΊΒΕ、学֤事務室でอଘ・ഇغしていたߦ文書をҰׅཧする͜とにͳ
Γます。ͦΕҎ外にもڭ学関・文Խ׆ಈ・Ҭ関࿈΄͔ଟ༷ͳه͕͋るの͕大学アーカイブズのັྗです。専攻では、ࢤをಉじくするઌੜํ・学༑
たͪにғまΕてアーカイブズ学の知識だ͚ではͳく、アーΩϏετとしての໋を学びました。ͦΕ͕ʑのۀ務の͑ࢧにͳͬています。

●「修士（アーカイブズ学）」の学位を得るには…
　「知識・技能」　アーキビストに関する機関・団体等が公表する職務基準等を満たす基本的な知識と技能を身につけること。
「思考・判断・表現」　先行研究を十分に学ぶことを通して課題を具体的かつ明確なものにしたうえで研究作業を通して実証的に解決し、学会報告や研究論文等
により社会に発信できること。

「関心・意欲・態度」　記録・アーカイブズと人間活動の関係を探究し、保存・利用等についての基本的なプログラムの設計と運用を目指して、公平・中立を守
り、証拠を操作して事実を隠蔽・わい曲するような圧力に屈することなく、その使命を追求し、研究及び実践を行う意欲を持つこと。

●「博士（アーカイブズ学）」の学位を得るには…
「知識・技能」　記録・アーカイブズに関する専門的な知識と技能を身につけ、高等教育機関又はアーカイブズ機関等における研究・教育指導を通してアーカイ
ブズ学の発展に貢献できる能力を備えること。

「思考・判断・表現」　記録・アーカイブズに関する諸問題に専門的に取り組み、具体的な調査研究により実証的に解決に導くことができること。さらにアーキ
ビストの倫理を踏まえた研究活動、教育指導を実践できること。

「関心・意欲・態度」　記録・アーカイブズと人間活動の関係を探究し、保存・利用等についての専門的なプログラムの設計と運用を目指して、先行研究を適切
に踏まえて実証的に研究を進めるだけでなく、卓越した成果を研究・教育指導に反映する意欲を持つこと。
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�� ΞʔΩϏετͷ׆༂͢Δॴ
　記録情報専門職としてのアーキビストが活
躍する場所は国や地方公共団体の公文書館だ
けではありません。
　知的資源としてのアーカイブズを生み出す
のは人間の営為であり、人と人とが関わり合
う場所がアーキビストの職場となります。
　また、専攻の修了生は記録やアーカイブズ
を広く社会に共有し、将来へ伝えるために活
動する企業やNPO法人、大学・研究機関、
博物館・美術館、図書館などでの活躍も期待
されています。
＊アーカイブズ機関において一定の実務経験

を重ねることで、日本アーカイブズ学会「登
録アーキビスト」や国の「認証アーキビス
ト」としての資格を得ることができます。

�� ΞʔΩϏετͷࣄͱ۰
　アーキビストの代表的な職務は、記録・アーカイブズの「評価選別・収集」「保存」「利用」「普及」ですが、勤務する機関によって、
担当する範囲や求められるレベルは異なります。小規模な機関においては、ほとんどの仕事を1人で担当することもあります。さらにアー
カイブズの修復作業を行うこともあるため、専攻では必要な技能を習得するためのプログラムも整えています。

●給与について
　国のアーカイブズの場合、大学院卒の初任者の段階では非常勤であることがほとんどです（待遇は必ずしも悪くはありません）。一定
の実務経験を重ねて資質と能力を高めることで、責任ある職務を担う常勤的なポストに昇任していくことが一般的なキャリアモデルに
なっています。

（参考） 非常勤（公文書専門員） 常勤（公文書専門官）
初任俸給月額 229,500円 231,500円

　　※このほか住居手当、交通費など一般的な手当て以外に残業手当等がつきます。

独立行政法人国立公文書館、日本銀行金融研究所アーカイブ、
京都大学大学文書館、東京大学文書館

東京都公文書館、埼玉県立文書館、大阪府公文書館、
大仙市アーカイブズ、札幌市公文書館

法務省入国管理局、世田谷区役所、
江東区役所、豊島区役所、つくば市役所、
小平市役所、戸田市役所

広島大学原爆放射線医科学研究所、
立教大学共生社会研究センター、
国立武蔵野学院図書資料室、琉球大学、
創価大学、目白大学人間学部、学習院大学、
法政大学大原社会問題研究所、
人間文化研究機構、聖心女子大学、
北京聯合大学

出版文化社、ナカバヤシ、
ワンビシアーカイブズ

日本銀行金融研究所貨幣博物館、東京国立近代美術館、
京都大学総合博物館、渋沢栄一記念財団、
平和記念展示資料館、亀山市歴史博物館、
帝国データバンク史料館、国立国会図書館、
日本赤十字社、神奈川県立近代美術館、
北区飛鳥山博物館、フェリス女学院歴史資料館、
静岡市歴史博物館、四日市公害と環境未来館

国の
アーカイブズ

企業

大学等教育機関

類縁機関

国・地方公共団体

地方公共団体の
アーカイブズ
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�� ͜ͷઐ͔߈ΒΞʔΩϏετΛ目͢ࢦϝϦοτ
① 博士前期課程における必修科目と1年次標準履修科目の単位を取得することによって、認証アーキビスト

として必要な知識・技能等について大学院修士課程における科目修得によって体系的に修得すべき要件を
満たすことができます。さらにアーカイブズに係る調査研究実績を発表することができる媒体として、年
に1回発行している研究年報『GCAS Report：学習院大学大学院人文科学研究科アーカイブズ学専攻研
究年報』（査読あり）を活用することもできます。

② また、本専攻のカリキュラムは日本アーカイブズ学会「登録アーキビスト」の資格申請要件も満たすもの
になっています。

　＊ このほか、①の認証を得るためにはアーカイブズ機関における3年以上の実務経験、②については1年
以上の実務経験が必要とされています。

�� ิ・ԉࢧ ॿ੍
　本学には大学院生の研究活動を支援する様々な制度があります。例えば、博士後期課程の授業料の3分の
1を補助する給付奨学金、研究費として博士前期課程5万円、博士後期課程20万円を支給する人文科学研究
科特別研究費、研究発表時の旅費支給、成績優秀者に対する奨学金制度があります。
　さらに本専攻は厚生労働省の教育訓練給付制度講座の指定を受けています。一定の条件を満たした博士前
期課程修了者は、申請により授業料の一部（上限10万円）が返還される制度です。

�� දൃڀݚ
日本アーカイブズ学会（JSAS）、記録管理学会（RMSJ）、全国歴史資料保存利用機関連絡協議会（全史料協）、Society of American Archivist（SAA）など、
研究発表等の機会があります。
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��ʮΞυϛογϣϯ・ϙϦγʔʯͷཁࢫ
●博士前期課程では、以下のような知識・能力や目的意識・意欲を備えた方を試験により選抜して受け入れます。
　 「知識・技能」　デジタルを含め、あらゆる形式の記録・アーカイブズに関する評価選別・収集、保存、利用、普及に関する基礎的知識。
　 「思考・判断・表現」　記録・アーカイブズに関する諸問題への関心を具体的な研究課題として基礎的作業や調査研究に反映し、その成果を適切に発表できる。
　 「関心・意欲・態度」　記録・アーカイブズと人間活動の関係を探究し、保存・利用等についての基本的なプログラムの設計と運用を目指すため、その社会的な

使命を自覚して研究・実践に取り組む意欲がある。

●博士後期課程では、以下のような知識・能力や目的意識・意欲を備えた方を試験により選抜して受け入れます。
　「知識・技能」　デジタルを含め、あらゆる形式の記録・アーカイブズに関する評価選別・収集、保存、利用、普及に関する専門的知識。
　 「思考・判断・表現」　記録・アーカイブズに関する諸問題に専門的に取り組み、具体的な調査研究を通して実証的に解決に導くことを目指すため、アーキビス

トの倫理を踏まえた研究活動を行なえる。
　 「関心・意欲・態度」　記録・アーカイブズと人間活動の関係を探究し、保存・利用等についての専門的なプログラムの設計と運用することを目指すため、その

学術的及び社会的な使命を自覚して、研究・実践に取り組む意欲がある。

年に2回、夏と秋に入試説明会を開催しています。
また、受験に関するご相談にはいつでも応じます。専攻事務室までお気軽にお問い合わせください。ೖ試ใ����

● 博士前期課程 約15名　　　● 博士後期課程 約3 名

ืू ਓһ

例年8月と10月の2回開催

※入試情報および資料請求については、学習院大学ホームページの「入試情報」をご覧ください。https://www.univ.gakushuin.ac.jp/admissions/

ೖࢼ આ໌ձ

● 秋期入学試験 9 月（博士前期課程のみ）　　　● 春期入学試験 2 月

ೖֶ ݧࢼ

● 博士前期課程 外国語、アーカイブズ学に関する基本知識・小論文、口述試験
● 博士後期課程 外国語原書読解、アーカイブズ学に関する専門知識・小論文、口述試験

ݧࢼ Պ
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2023.7.1

p（office）

学習院大学大学院
人文科学研究科 アーカイブズ学専攻
〒171-8588 東京都豊島区目白1-5-1

令和6（2024）年度入学試験日程
博士前期課程
　秋期試験日： 2023年9月16日（土）・17日（日）
　出願期間： 　2023年8月16日（水）～18日（金）
　春期試験日： 2024年2月17日（土）・18日（日）
　出願期間： 　2024年1月9日（火）～11日（木）
博士後期課程

試 験 日： 　2024年2月17日（土）・18日（日）
　出願期間： 　2024年1月9日（火）～11日（木）

TEL:03-5992-1278(直通)
FAX：03-5992-1246
MAI
https://www.arch-sci.gakushuin.ac.jp/

L：gcas-off@gakushuin.ac.jp

Graduate Course in Archival Science
Graduate School of Humanities
Gakushuin University
1-5-1 Mejiro,Toshima-ku,Tokyo 171-8588 Japan
PHONE：+81-3-5992-1278
MAIL：gcas-off@gakushuin.ac.j
https://www.arch-sci.gakushuin.ac.jp/
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